
EBSD測定データをMTEX,LaboTex

EBSDデータ（ｃｔｆ，ａｎｇ，ｔｘｔ）

ＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエア

ＭＴＥ入力データ（ｃｔｆ，ａｎｇ）

ＬａｂｏＴｅｘ入力データ（ＳＯＲ）



EBSDtoODFソフトウエア

出力ファイル

入力ファイル Phase選択

入力データに
Spacegroup
Symmetry登録なしの場合
cif指定

ファイル作成



AngデータからLaboTex(SOR単相）

作成する単Phaseを選択

ファイル作成



Ang,ctfデータからMTEX(ctf,ang）

Ang,ctfの選択

全phase,単Phase指定可能

ファイル作成



Olivineoticalmap.angを読み込む
4.762;10.225;5.994 90.0;90.0;90.0 olivine 3

ExportしGPODFDisplayで処理



LaboTexに読み込み
GPODFDisplayで平滑化



MTEXとLaboTexの違い

MTEXでは、１データに対し広がりで計算する
Default:FWHM=25deg

odf = calcDensity(ebsd('olivine').orientations,'halfwidth',2*degree)

GPODFDisplayで表示と Orthorhombic化

ＬａｂｏＴｅｘは加工せずに単純加算で表示

LaboTexは極端にFWHMを狭くした状態を表示



MTEXとLaboTexのrandom定量比較
MTEX FWHM=25deg MTEX FWHM=2deg LaboTex

Hermonicによりrandom領域の乱れが発生

乱れなし

乱れ改善 Random=0%



GPODFDIsplayによるLaboTexデータの平滑化

重み６，繰り返し１５の平滑化 Max439.8->24.92 Random領域に影響を及ぼさない平滑化



MTEXのｍファイル変更

•ＭＴＥＸ５．１．１はそのまま

•以降はloadEBSD_ang.ｍファイルの修正

• MTEX5.8.0の場合

追加



Download しばらくの間download可能

最下部の通信欄３

CTRのバージョンによっては動作しない場合があります。
問い合わせください。

Method=3
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